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３
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
１
は
、
美
郷
町
消
防
団
員

数
の
推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
１
月
１

日
現
在
の
団
員
数
は
４
０
０
人
で
あ
り
、
平
成
20

年
よ
り
24
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
条
例
定

員
数
４
４
８
人
に
対
す
る
充
足
率
は
89
・
２
％
と

な
っ
て
お
り
、
１
割
以
上
の
定
員
割
れ
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
３
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
２
は
、
平
成
26
年
１
月
１

日
現
在
の
団
員
の
年
齢
構
成
を
示
し
て
い
ま
す
。

30
歳
未
満
の
団
員
が
４
・
75
％
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
60
歳
以
上
は
18
・
５
％
、
50
歳
以
上
に
な
る

と
54
・
25
％
と
半
数
以
上
を
占
め
る
な
ど
、
団
員

の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
幹
部
未
満
の
団
員

の
定
年
が
65
歳
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
さ
ら
な

る
団
員
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

月
４
日
に
美
郷
町
公
民
館
で
平
成

26
年
美
郷
町
消
防
出
初
式
が
行
わ

れ
、
町
消
防
団
14
分
団
の
2
8
4

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
式
典
に
先
立
ち
美
郷
総

合
体
育
館
リ
リ
オ
ス
前
で
開
催
さ
れ
た
観
閲
式

で
は
、
松
田
町
長
ら
が
観
閲
す
る
中
、
各
分
団

員
に
よ
る
力
強
い
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

防
団
は
、
地
域
に
お
け
る
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
平
常
時
・
非
常
時
を

問
わ
ず
地
域
に
密
着
し
、
住
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
美
郷
町
消
防
団
は
14
分
団
で
組
織
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
受
け
持
ち
区
域
を
中
心
に

活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
消
防
団
員
数
の
減
少
か
ら
、
人
手
が
不
足
す
る
分
団
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
団
員
の
確
保
と
消
防
力
の
強
化
を
目
的
に
、
平
成
26
年
４
月
よ
り
、
消
防
団

を
14
分
団
か
ら
９
分
団
へ
再
編
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
安
全・安
心
を
目
指
し
て

美
郷
町
消
防
団
が
再
編
さ
れ
ま
す

美
郷
町
消
防
団
が
再
編
さ
れ
ま
す

消団
員
数
と
年
齢
構
成

美
郷
町
消
防
団
の
現
状

　

団
員
の
約
７
割
が
被
雇
用
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
）
で
あ
り
、
町
外
の
事
業
所
で
就
労
し
て
い
る

場
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
日

の
日
中
に
火
災
出
動
や
山
岳
遭
難
者
の
捜
索
等
の

要
請
が
あ
っ
て
も
、
地
元
に
い
る
団
員
が
少
な
い

た
め
、
人
員
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
分
団
の
団
員
数
は
分
団
に
よ
っ
て
18

人
か
ら
46
人
と
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
日
ご
ろ
の
消

防
・
防
災
活
動
の
ほ
か
、
消
防
訓
練
大
会
時
の
規

律
訓
練
へ
の
出
場
（
21
人
必
要
）
に
も
支
障
を
き

た
し
て
い
ま
す
。
団
員
募
集
を
行
う
場
合
、
声
掛

け
を
す
る
相
手
は
分
団
の
受
け
持
ち
区
域
内
の
人

に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
分
団
に
よ
っ
て
は
団
員

が
集
ま
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

平
日
の
日
中
に

活
動
可
能
な
団
員
の
減
少
と

団
員
数
の
格
差

　　　



　各分団の団員数が増加するため、
平日に活動できる団員数も増加す
るなど、災害時の初動体制が強化
されます。

　１分団当たりの団員数が増加す
るため、災害時、訓練時等の人員
の確保が容易となります。また、
受け持ち区域内の団員募集の範囲
が広がるので、職場のつながりや
友人関係など募集の声掛けの範囲
も広がります。
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■現行の分団構成再編のメリット

平日の災害対策

人員確保が容易に
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旧町村ごとに３分団に再編

消防団を14分団から９分団に！

　火災発生時における消
火活動、地震や風水害と
いった大規模災害発生時
における救助・救出活動
など、地域住民の安全・
安心のため昼夜を問わず
活動を行っています。

消火活動・災害救助

　消火活動に備えたポン
プ操法の訓練や応急手当
の仕方など、さまざまな
訓練や教養を通して災害
に対する知識や技術の向
上に努めています。

訓練・教育

　住宅訪問による防火指
導やポンプ積載車での地
域巡回など、火災が起こ
るのを未然に防ぐ防災活
動も消防団の大切な活動
です。

火災予防・広報活動

　地域とのつながりの深
い消防団は、自主防災組
織や地域の見守りチーム
などと連携し、地域防災
力の強化を図っています。

地域との連携

消防団の役割
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※各年の人数は1月1日現在 ※人数は平成26年1月1日現在

グラフ1◎美郷町消防団員数の推移 グラフ2◎美郷町消防団員の年齢構成
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30～39歳
72人

（18.00％）

４０～49歳
92人

（23.00％）
50～59歳
143人

（35.75％）

60～64歳
63人

（15.75％）

20～29歳 18人（4.50％）

19歳以下   1人（0.25％）

65歳以上 11人（2.75％）

平成26年
４月から

1人
2人

448人
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